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題目：蛍光/磁気共鳴デュアル機能性ナノ材料の開発及び生体

機能計測への応用 

[概要] 癌の診断や幹細胞治療の研究を進めるためには、生体内で機能する生体分

子の挙動について分子レベルで観察し、評価する必要がある。そこで、本研究では化学
的に安定で毒性の少ない金や白金で合成可能な近赤外蛍光性金属ナノクラスターの開
発とそれらを利用した生体１分子イメージング技術の構築について推進している。合成
した金属ナノクラスターは細胞無毒で発光波長：450～800 NM、[1、2]量子収率：1.0～
28%程度であるだけでなく、原子レベルでの空間分解能を持つ走査透過型電子顕微鏡
観察によって、その粒径が数 NM 程度であることが明らかとなった。さらに、超伝導量子
干渉計(SQUID）を利用した磁化測定
を実施したところ、金属ナノクラスター
が室温で強磁性を有し、蛍光/磁気共
鳴デュアル機能性ナノ材料として応
用可能であることを見出した。[3]加え
て、金属ナノクラスターを用いて、癌
細胞(MDA-MB-231)のマーカータン
パク質の特異的標識にも成功し、癌
診断用の分子プローブとしての有用
性について実証した。本発表では金
属ナノクラスターの合成・物性評価か
ら生体計測及び医療応用に関する研
究について述べる。 
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